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　今回の表紙は、市内にあるわらびりんごの木を
「わらびりんごまっぷ」にまとめてみました。ほ
かにもいろいろな場所にあるので、市内を散策し
て見つけてみてはいかがでしょうか。
　また、サイダーやシャーベットなど、多くの皆
さんにわらびりんごを味わっていただきたいです。
販売場所については、市ホームページをご覧いた
だくか、蕨市議会までお問い合わせください。
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３ 月 定 例 会
和７年３月定例会は、２月17日から３月21
日までの33日間で行われました。

　今定例会では、市長から施政方針表明が行われ、
２月25日には、人事案３件を原案のとおり同意し
ました。
　代表質問では、５人の議員が施政方針や市政全般

について質問を行いました。（６～８ページ参照）
　一般質問では、12人の議員が市政の重要課題を
それぞれ取り上げました。（９～15ページ参照）
　最終日の採決では、陳情１件を不採択とし、市長
提出議案31件を原案のとおり可決したほか、議員
提出議案３件を原案のとおり可決しました。

令

　

今
定
例
会
で
は
、「
令
和
７
年
度
蕨

市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決

議
」
が
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
案
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
本
附
帯
決
議
は
、
蕨
市

立
病
院
の
建
替
え
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
、
新
病
院
建
設
基
本
設
計
が
策
定
さ

れ
る
中
、「
業
務
形
態
の
変
更
に
つ
い

て
説
明
が
な
く
、
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
が

踏
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
次
の
３

点
に
お
い
て
対
応
を
求
め
る
」
と
す
る

も
の
で
す
。
本
附
帯
決
議
の
内
容
等
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

提
出
者　�

新
翔
会
・公
明
党
・

日
本
維
新
の
会

附
帯
決
議
の
内
容　
令
和
５
年
第
５
回

定
例
会
に
お
い
て
、
議
案
第
87
号
に
対

す
る
附
帯
決
議
を
議
決
し
た
こ
と
で

「
蕨
市
立
病
院
整
備
検
討
審
議
会
（
以

下
「
審
議
会
」
と
い
う
）」
が
設
置
さ
れ
、

「
蕨
市
立
病
院
整
備
基
本
構
想
・
基
本

計
画（
案
）（
以
下「
計
画
案
」と
い
う
）」

が
策
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
議
会
で
は

「
蕨
市
立
病
院
建
替
え
整
備
特
別
委
員

会
（
以
下
「
特
別
委
員
会
」
と
い
う
）」

を
設
置
し
、
病
院
の
在
り
方
、
持
続
可

能
な
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
突
如
と
し
て
国
民

健
康
保
険
診
療
施
設
へ
の
移
行
の
話
が

発
表
さ
れ
た
が
、
審
議
会
及
び
特
別
委

員
会
に
対
し
て
一
切
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
策
定
さ
れ
る
「
新
病

院
建
設
基
本
設
計
」
に
お
い
て
適
切
な

プ
ロ
セ
ス
が
踏
ま
れ
て
お
ら
ず
、
疑
義

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
新
病
院
の
礎
と
な
る
計
画
案
に
お
い

て
、
本
市
は
こ
の
予
算
を
執
行
す
る
に

あ
た
り
、
次
の
項
に
取
り
組
ん
で
い
く

よ
う
、
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

１
．�

国
保
直
診
適
用
を
考
え
て
い
る
こ

と
、
及
び
そ
の
理
由
を
審
議
会
委

員
・
市
民
に
説
明
す
る
こ
と
。

２
．�

移
転
建
替
え
に
係
る
概
算
事
業
費

は
示
さ
れ
た
が
、
よ
り
細
か
な
概

算
事
業
費
の
積
算
根
拠
、
充
当
財

源
の
見
込
み
（
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
、
企
業
債
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
し
な
ど
）、
主
な
医
療
機

器
の
更
新
計
画
、
事
業
費
の
年
次

計
画
、
企
業
債
の
元
利
償
還
計
画

表
に
つ
い
て
、
出
来
る
限
り
速
や

か
に
示
す
こ
と
。

３
．�

本
事
業
に
関
す
る
変
更
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
議
会
と
情

報
共
有
す
る
こ
と
。

反
対　�

日
本
共
産
党

　
国
保
直
診
に
関
わ
る
議
論
は
、
６
月

定
例
会
に
向
け
て
新
た
に
提
案
や
議
論

が
必
要
と
な
る
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
「
蕨
市
立
病
院
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
に
お
け
る
新
病
院
整
備
の
基
本

方
針
の
方
向
性
に
沿
う
も
の
で
矛
盾
は

な
い
。
回
復
期
医
療
の
役
割
や
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
等
の
整
備
の
議
論
に
も

沿
っ
た
内
容
で
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
の
不

備
等
を
掲
げ
て
提
案
さ
れ
た
附
帯
決
議

に
は
賛
成
で
き
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対　�

無
所
属
（
榎
本
議
員
）

　
代
表
質
問
や
一
般
質
問
等
を
通
じ
て

聞
く
機
会
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
問
題
化
す
る
の

か
理
解
で
き
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対　�

無
所
属
（
宮
下
議
員
）

議
員
提
出
議
案
第
２
号

「
令
和
７
年
度
蕨
市
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
」
を
原
案
可
決
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一般・特別会計

会　　計　　名 予　算　額

一般会計 321億8,000万円

特別会計 158億7,200万円

国民健康保険 72億　500万円

錦町土地区画整理事業 14億6,000万円

介護保険 60億9,200万円

後期高齢者医療 10億8,700万円

公共用地先行取得事業 2,800万円

企業会計

会　計　名 予算科目 予　算　額

病院事業会計 収益的支出 33億9,374万4,000円

水道事業会計 収益的支出 14億1,507万1,000円

公共下水道事業会計 収益的支出 16億6,510万8,000円

蕨市全体の予算

一　般　会　計 321億8,000万　　　円

特　別　会　計 158億7,200万　　　円

企　業　会　計 64億7,392万3,000円

合　　　　　計 545億2,592万3,000円

総　　務　　分　　科　　会
■災害対応ドローンの導入
	 ９３０万７千円
　河川氾濫等の大規模水害対策をはじめ、火災や救
助事故など、様々な災害に対して、俯瞰的視点から
の情報収集が可能となる災害
対応ドローンを整備します。
また、収集した映像を確認し、
災害状況を把握するための映
像配信システムを併せて整備
します。

■青色防犯パトロールの実施
	 １４９万８千円
　防犯対策の更なる強化を図るため、帰宅時間帯を
中心に蕨駅周辺で青色防犯パトロールを実施します。

■ＬＩＮＥ公式アカウントの導入
	 １９６万９千円
　ＬＩＮＥ公式アカウントを活用し、市民ニーズに
合致した市政情報をプッシュ型で通知するほか、市
ホームページなどと連携を図ります。

■災害対策用備品の充実
	 ２，９６９万４千円
　大規模災害での避難所の生
活環境の向上のため、ラップ
式トイレやテント型集合トイ
レ、簡易ベッド、屋内用テン
トなどの備品の充実、整備を
します。

■自治体ＤＸの推進	 ７５万円
　生成ＡＩやノーコード開発ツールなど、デジタル
技術により、市役所業務の改善・効率化を図ります。

ドローン（写真はイメージ）

ラップ式トイレ

■市民会館改修事業
	 ６億２，８３９万３千円

　市民会館の長寿命化
に向けて、老朽化した
コンクレレホール内の
舞台照明設備や舞台床、
客席などをリニューア
ルします。コンクレレホール

令和７年度に実施する主な新規・拡充事業
　市議会では、令和７年度予算の内容について、予算決算常任委員会の総務・環境福祉経済・教育まちづく
りの３つの分科会において、詳細にわたり審査を行っています。
　令和７年度の予算と主な新規・拡充事業について、審査を行った分科会ごとに紹介していきます。
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教 育 ま ち づ く り 分 科 会

環 境 福 祉 経 済 分 科 会

■不登校の子どもたちへの支援充実
	 ２，８６７万６千円
　不登校児童・生徒が安心して教育を受けられる校
内教育支援センター（e-station）を市内３中学校
に整備し、臨時教員とサポートスタッフを配置する
ほか、県が配置したスクールカウンセラーに加え、
新たに市独自のスクールカウンセラーを増員し、よ
り充実した支援を図ります。

■�ヤングケアラー・コーディネーターの
配置	 １５４万円

　関係機関と連携してヤングケアラーの相談支援を
行う「ヤングケアラー・コーディネーター」をこど
も家庭センター（子ども未来課内）に配置します。

■母子健康手帳アプリの導入
	 ４４９万７千円
　母子健康手帳情報の電子化、また、妊娠届出や妊
娠８か月時アンケート、産後ケア事業利用承認申請
などの電子申請を可能とすることで、市民の利便性
の向上と、事務の効率化を図ります。

■耐震シェルター等設置補助	 ７０万円
　木造住宅耐震改修補助金制度を拡充し、新たに耐
震シェルターなどの設置に対して、10万円を上限に、
費用の２分の１の補助を行います。

■市立病院建替え整備の推進
	 １億２，７８４万円
　市立病院移転建替えの基本設計着手とともに、開
院支援業務を委託します。

■教育ＩＣＴの推進
	 ３億８，１３０万９千円
　児童・生徒の学
習用端末を一斉更
新するほか、ＩＣ
Ｔ教育支援員を
小・中学校10校
に対し増員します。
　また、東中学校
に新たにＤＸルームを整備します。

■公共施設太陽光発電設備等の導入調査
	 ９５５万５千円

　第３次蕨市環境
基本計画の重点プ
ロジェクトである
ソーラー蓄電池ス
テーションの開設
に向けて、公共施

設に太陽光発電設備や蓄電池などを整備するための
基礎調査を実施します。

■がん患者への支援	 １３９万４千円
　AYA世代の終末期がん患者が在宅療養に必要と
する生活支援費用の一部を補助する制度や、ウィッ
グ、乳房補整具などの購入費を、２万円を上限に支
援するアピアランスケア用品購入費助成金制度を創
設します。

ＤＸルーム

■セカンドブック事業	 １１０万円
ブックスタートのフォ
ローアップとして、読
書の楽しさを知り、読
書週間を身に着けても
らうため、３歳６か月
児健診の際に絵本をプ
レゼントします。セカンドブック事業の様子

■日本語特別支援教室の整備　
	 ５３５万８千円

　日本語指導が必要な児童・生
徒の増加に対応するため、教育
センター内の日本語特別支援教
室に加え、新たに東中学校内に
同教室を整備します。東中学校

市庁舎屋上にある太陽光発電設備

■公園等整備事業
	 ３，７６４万２千円

　錦町１号公園整
備工事や、蕨市民
公園ボール広場整
備工事の実施設計、
塚越グラウンド改
修工事の基本設計

を実施するほか、２公園のトイレ改修工事や富士見
第２公園内テニスコートの照明灯改修工事などを実
施します。

塚越グラウンド
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※１　新翔会９名のうち、小林議員、栃本議員、金丸議員「退席」、左記３名を除いた６名の議員「〇」。
※２�　公明党２名（採決に加わらない議長を除く）のうち、本田議員「欠席」、左記を除いた１名の議員「○」。
※３�　議員提出議案第２号については質疑が、陳情第３号、議員提出議案第２号については討論が行われました。質疑・討論の詳細な内

容は蕨市ホームページ「蕨市議会」の「録画放映」からご覧になることができます。

令和７年３月定例会における議案等に対する賛否結果
議案番号 議案名 新翔会 共産党 公明党 無所属

（榎本議員） 
無所属
（宮下議員） 

日本維
新の会 結果

陳情第 3 号
国に対して「物価高騰を上回る最低賃金の引き上げと地域間
格差の解消・縮小を図ることを求める意見書」の提出を求め
る陳情

× ○ × ○ ○ × 不 採 択

議案第 5 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 6 号 蕨市職員の配偶者同行休業に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 7 号 蕨市民会館設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 8 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の育児
休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 9 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第10号 蕨市職員退職手当条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第11号 蕨市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第12号 蕨市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第13号 蕨市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第14号 蕨市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第15号 蕨市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基
準に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第16号 蕨市地域包括支援センターの職員に係る基準等を定める条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号 蕨市奨学金条例及び蕨市文化活動事業資金条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第18号 令和６年度蕨市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第19号 令和６年度蕨市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第20号 令和６年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計補
正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第21号 令和６年度蕨市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第22号 令和６年度蕨市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第23号 令和６年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第24号 令和６年度蕨市立病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第25号 令和６年度蕨市公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第26号 令和７年度蕨市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第27号 令和７年度蕨市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第28号 令和７年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第29号 令和７年度蕨市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第30号 令和７年度蕨市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第31号 令和７年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第32号 令和７年度蕨市立病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第33号 令和７年度蕨市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第34号 令和７年度蕨市公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第35号 教育委員会教育長の任命の同意について ※1
下記参照 ○

※2
下記参照

○ ○ ○ 同　　意

議案第36号 教育委員会委員の任命の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
議案第37号 教育委員会委員の任命の同意について ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
議案第38号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案
第 2 号 議案26号「令和７年度蕨市一般会計予算」に対する附帯決議 ○ × ○ × × ○ 原案可決

議員提出議案
第 3 号

蕨市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案
第 4 号 市長の専決事項の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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議
員
単
身
高
齢
者
の
賃
貸
住
宅

確
保
の
現
状
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
単
身
高
齢
者
世

帯
の
増
加
等
に
よ
り
、
高
齢
者
を

は
じ
め
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の

賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

法
改
正
の
対
応
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住

支
援
協
議
会
の
設
置
の
在
り
方
や
、

居
住
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
要
望
す
る
。

議
員
物
価
高
騰
、
人
件
費
高
騰

等
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
中
、
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
現
在
は
、
施
設

建
築
物
の
基
礎
工
事
や
地
下
の
躯

体
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

市
長
工
事
の
大
半
は
基
礎
部
分

で
見
え
な
い
工
事
が
多
い
が
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
工
事
の
進
捗

状
況
を
不
安
視
す
る
反
応
も
あ
っ

た
た
め
、
看
板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
。

議
員
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
多

様
化
施
策
は
ど
う
か
。

教
育
長
令
和
７
年
度
か
ら
中
学

校
３
校
に
ｅ-

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

を
整
備
す
る
。
教
室
に
入
れ
な
い

生
徒
が
学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、

居
場
所
と
な
る
機
能
を
考
え
て
い

る
。
多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
の
興
味
・

関
心
が
高
ま
り
、
学
び
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
取
り

組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

議
員
中
学
校
３
校
同
時
に
開
設

が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
今
後
は
課

題
等
を
検
証
し
な
が
ら
推
進
し
て

ほ
し
い
。

議
員
市
立
病
院
に
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
を
適
用
す
る
話
が
市

立
病
院
運
営
審
議
会
で
出
て
い
る

が
ど
う
か
。

病
院
事
務
局
長
検
討
を
重
ね
、

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
当
院
に
と
っ
て
有

益
で
あ
る
と
判
断
し
、
条
例
改
正

に
向
け
、
関
連
す
る
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
並
び
に
市
立
病
院

運
営
審
議
会
に
考
え
方
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
業
態
を
変
え
る
等
、
報
告

事
項
が
あ
る
と
き
は
、
説
明
会
等

を
設
け
、
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

議
員
昨
今
の
物
価
高
騰
等
の
中

で
、
市
と
議
会
が
事
業
を
一
緒
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
今
ま
で
以
上

に
大
事
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長
市
民
の
願
い
に
応
え
る
、

市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
い

と
い
う
共
通
の
思
い
を
共
有
し
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。
情
報
発
信
、
議
会
へ
の

適
切
な
情
報
提
供
を
含
め
、
さ
ら

に
努
力
し
て
い
く
。

単
身
高
齢
者
の
住
宅
問
題

に
つ
い
て

蕨
駅
西
口
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
に
つ
い
て

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

ま
ち
の
変
化
に
合
わ
せ
た

柔
軟
な
施
策
を

代表質問とは

一般会計当初予算案や市政全体に
わたり、各会派の代表者１名と、
２人以上の議員で構成する会派に
所属していない議員がそれぞれの
持ち時間で質問する制度です。

代 表 質 問

市
立
病
院
に
つ
い
て

議
会
と
市
長
の
関
係
性

新
翔
会前川

　
や
す
え

録画配信
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議
員
市
民
生
活
や
地
域
の
経
済

状
況
、
市
民
の
所
得
状
況
に
つ
い

て
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
賃
金
上
昇
が
一
定
程

度
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
物
価
高

騰
の
影
響
で
暮
ら
し
は
引
き
続
き

困
窮
。
前
年
度
当
初
と
の
比
較
で
、

給
与
所
得
者
が
約
４
％
増
、
自
営

業
者
が
約
６
％
増
、
年
金
生
活
者

が
約
１
％
増
と
全
体
で
所
得
増
だ

が
、
支
出
も
増
と
な
り
余
力
が
あ

る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
と
認
識
。

議
員
「
加
速
化
」
を
目
指
す
分

野
や
施
策
、「
あ
っ
た
か
市
政
」

の
位
置
づ
け
、
さ
ら
な
る
物
価
高

騰
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、
子
育
て
・
教
育
の
充
実
、
介

護
、
健
康
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
創

出
等
の
取
り
組
み
が
着
実
に
前
進
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
大
規

模
災
害
対
策
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
が

老
朽
化
す
る
中
で
の
対
応
、
心
が

通
い
合
う
市
政
等
の
課
題
も
市
民

の
支
援
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
成
果
の
上
に
取
り
組
み
を
加

速
化
・
本
格
化
さ
せ
、「
あ
っ
た

議
員
今
後
、
庁
舎
・
蕨
駅
西
口

再
開
発
・
西
公
民
館
・
松
原
会
館
・

市
立
病
院
な
ど
、
大
型
公
共
事
業

建
設
費
の
返
済
が
膨
ら
ん
で
い
く

中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
ま

で
通
り
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、
将
来
に
お
け
る
財
政
運
営

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
こ
の
間
、
財
政
健
全
化
の

努
力
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
大
き

な
事
業
を
担
い
な
が
ら
、
同
時
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
く
こ

と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
い
う
見

通
し
は
立
て
て
い
る
。
健
全
化
を

進
め
て
い
く
上
で
、
市
税
の
収
納

率
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
引

き
続
き
行
う
こ
と
や
、
国
の
補
助

金
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
と

い
っ
た
努
力
を
し
な
が
ら
、
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
蕨
市
立
病
院
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
（
案
）
で
は
新
病

院
整
備
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て

か
市
政
」
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
ギ
ア

を
一
段
上
げ
た
い
。

　
物
価
高
騰
と
い
う
大
変
厳
し
い

状
況
が
あ
る
。
未
来
に
向
け
た
取

り
組
み
は
進
め
る
が
、
原
点
の
暮

ら
し
を
支
え
る
市
政
も
引
き
続
き

推
進
す
る
。
直
接
的
な
物
価
高
騰

対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国

と
市
の
対
策
を
ト
ー
タ
ル
な
も
の

と
し
て
取
り
組
む
。
あ
ら
ゆ
る
施

策
の
中
で
暮
ら
し
を
支
え
る
市
政

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
。

議
員
物
価
高
騰
の
影
響
は
広
範

に
わ
た
る
こ
と
に
も
目
を
向
け
て

市
政
に
あ
た
る
よ
う
要
望
す
る
。

議
員
重
要
と
考
え
る
対
策
は
。

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
、

地
域
の
魅
力
再
発
見
、
市
民
参
加

等
の
取
り
組
み
が
効
果
的
と
考
え

る
が
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
駅
前
再
開
発
完
成
を
見
据

え
、
全
体
の
に
ぎ
わ
い
・
地
域
の

回
遊
性
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
。

中
山
道
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
整

備
、
中
央
第
一
地
区
整
備
が
進
み
、

い
る
が
、
本
市
の
財
政
に
見
合
っ

た
計
画
で
あ
る
か
。

病
院
事
務
局
長
急
性
期
医
療
の

継
続
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
確

保
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
の

提
供
な
ど
、
８
つ
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、
概
算
事
業
費
に
つ
い
て
も

当
院
の
経
営
、
市
の
財
政
と
照
ら

し
て
も
過
剰
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
で
、
建
設
資
材
等

の
物
価
が
不
透
明
な
中
、
ロ
ー
コ

ス
ト
で
の
整
備
に
よ
る
建
設
費
の

抑
制
や
、
病
院
事
業
債
に
よ
る
市

へ
の
交
付
税
措
置
な
ど
と
と
も
に
、

安
定
経
営
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
な
ど
、
財
政
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
市
立
病
院
跡
地
の
活
用
計

画
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
市
立
病
院
移
転
後
の

跡
地
は
貴
重
な
土
地
で
あ
り
、
今

後
、
公
共
施
設
の
再
整
備
、
再
配

置
を
検
討
す
る
際
に
も
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
公
共

施
設
の
再
整
備
、
再
配
置
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
公
共
施
設
等
総

市
役
所
庁
舎
で
の
マ
ル
シ
ェ
や
Ｊ

Ａ
直
売
所
な
ど
も
定
着
。「
ぷ
ら

っ
と
わ
ら
び
」
の
利
用
や
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
の
広
が
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
も
併
せ
て
連
動
し
て
い
く
仕

組
み
が
中
心
市
街
地
活
性
化
の
中

心
の
一
つ
。
既
存
事
業
者
へ
の
支

援
、
空
き
店
舗
対
策
も
民
間
と
の

協
働
な
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
取

り
組
み
と
し
て
進
め
る
。
魅
力
発

見
で
は
蕨
ブ
ラ
ン
ド
や
わ
ら
び
り

ん
ご
で
の
市
民
や
飲
食
店
の
参
加

も
広
が
る
。
ト
ー
タ
ル
な
取
り
組

み
と
し
て
推
進
し
た
い
。

議
員
市
民
参
加
は
持
続
的
な
流

れ
に
つ
な
が
る
。
期
待
す
る
。

議
員
現
在
の
支
援
と
新
年
度
の

不
妊
治
療
費
（
先
進
医
療
）
助
成

金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長
今
年
度
は
不
妊

検
査
費
と
不
育
症
検
査
費
に
助
成
。

新
年
度
は
保
険
適
用
の
不
妊
治
療

と
併
用
し
自
費
で
実
施
さ
れ
る
先

進
医
療
に
７
割
を
助
成
（
１
回
１

５
万
円
、
回
数
制
限
あ
り
）。

議
員
貸
与
額
が
増
額
さ
れ
る
が
、

申
し
込
み
資
格
等
に
つ
い
て
検
討

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
部
長
収
入
要
件
の
緩
和
を

予
定
す
る
。
よ
り
利
用
し
や
す
い

制
度
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

合
管
理
計
画
に
お
い
て
、
公
共
施

設
の
総
量
の
抑
制
を
基
本
目
標
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
長
期
的
な
視
点
で
、
市
民

か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
将
来
的
な
動
向
、

財
政
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員
地
震
と
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
古
い
た
め
改
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
改
定

時
に
市
民
用
防
災
ア
プ
リ
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
国
の
検
討
状
況

や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
埼
玉
県
の
動

向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
震

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
時
期
を

見
極
め
て
い
る
。
改
定
に
際
し
て

は
、
内
容
や
印
刷
物
の
構
成
の
ほ

か
、
ア
プ
リ
の
導
入
な
ど
も
含
め
、

市
民
が
有
益
な
情
報
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
よ
り
手
軽
に
入
手
で

き
る
手
段
に
つ
い
て
情
報
を
収
集

し
て
い
き
た
い
。

市
長
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
実
際
の
運
用
状
況
や
費

用
対
効
果
、
優
先
度
を
検
討
す
る

必
要
あ
り
、
引
き
続
き
先
行
事
例

の
調
査
・
研
究
を
し
な
が
ら
、
よ

り
効
果
的
な
情
報
発
信
の
在
り
方

を
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員
日
頃
か
ら
防
災
に
関
す
る

情
報
を
効
率
的
な
方
法
で
周
知
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

に
ぎ
わ
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を

不
妊
症
治
療
へ
の
支
援
拡
充

奨
学
金
貸
与
事
業
の
拡
充

財
政
運
営
の
見
通
し
は

蕨
市
立
病
院
整
備
基
本
構
想・

基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

地
震
と
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
定
を

物
価
高
騰
の
影
響
は
深
刻

あ
っ
た
か
市
政
の

さ
ら
な
る
推
進
を

日
本
共
産
党鈴木

　
智

録画配信

令
和
７
年
度
の
行
政
運
営

及
び
市
長
の
施
政
方
針
に

つ
い
て

公
明
党矢

嶋
　
聡
子

録画配信
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　蕨市議会では、インターネットによる本
会議の議会中継（ライブ中継・録画放映）
を実施しています。パソコンやスマート
フォンなどでいつでも簡単に視聴すること
ができますので、ぜひご覧ください。
　インターネット中継・録画放映を含む市
議会のくわしい情報は、蕨市議会のホーム
ページをご覧ください。

議会中継を実施しています!!議会中継を実施しています!!

QRコードを読み取って
ご覧いただくことができます！

検 索蕨市議会

議
員
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
う

ち
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

対
策
事
業
委
託
料
の
積
算
根
拠
及

び
近
年
の
実
績
は
。

市
民
生
活
部
長
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
方
へ
の
個
別
支
援
と
し
て

保
健
指
導
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

新
規
12
名
、
継
続
17
名
分
を
計
上

し
た
。
令
和
４
年
、
５
年
の
２
年

間
で
７
割
の
方
が
数
値
改
善
、
も

し
く
は
横
ば
い
で
あ
り
、
非
常
に

議
員
直
近
の
外
国
人
住
民
の
人

口
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
令
和
７
年
１
月

１
日
時
点
で
、
外
国
人
総
数
は
９

５
３
０
人
。

議
員
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
治
安
対
策

等
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
地
域

社
会
の
ル
ー
ル
等
の
周
知
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
生
活
ガ
イ
ド
ブ

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議
員
以
前
も
一
般
質
問
で
指
摘

し
た
が
、
糖
尿
病
か
ら
人
工
透
析

に
な
る
と
、
１
人
当
た
り
毎
年
数

百
万
円
の
医
療
費
が
か
か
る
。
本

人
の
た
め
に
も
な
る
の
で
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
員
（
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
歩

い
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
賞
品
を

ッ
ク
を
作
成
す
る
ほ
か
、
多
文
化

共
生
啓
発
紙
に
お
い
て
も
生
活
に

密
着
し
た
情
報
を
掲
載
し
、
公
共

施
設
や
外
国
人
の
経
営
す
る
店
舗

等
へ
配
架
及
び
転
入
時
に
配
布
し
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、
行

政
や
生
活
に
関
わ
る
各
種
情
報
は
、

多
言
語
化
及
び
や
さ
し
い
日
本
語

で
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

令
和
５
年
度
に
は
外
国
人
総
合
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
等
、さ
ら
な
る

当
て
る
コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ

イ
レ
ー
ジ
で
は
、
当
選
確
率
が
低

い
た
め
、
私
は
昨
年
、
蕨
市
独
自

の
景
品
を
提
案
し
）
12
月
に
実
施

し
た
５
０
０
円
分
の
デ
ジ
タ
ル
ギ

フ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
登
録
者
数
が
か
な
り
増
え

た
。
同
様
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
再

度
行
う
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
12
月
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
ア
プ
リ
の
登
録
者

数
が
実
施
前
の
2.3
倍
と
な
り
、
１

日
８
０
０
０
歩
以
上
歩
い
た
日
が

４
日
以
上
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
条

件
に
該
当
し
た
方
が
、
ア
プ
リ
登

録
者
の
３
分
の
２
で
あ
っ
た
。
令

和
７
年
度
も
歩
き
や
す
い
時
期
に

行
い
た
い
。

周
知
と
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
ご
く
一
部
の
地
域
社
会
の

ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
外
国
人
住
民

に
対
し
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

対
策
や
対
応
が
必
要
だ
と
思
う
。

警
察
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

は
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
こ
れ
ま
で
蕨
警

察
署
と
共
に
様
々
な
事
例
に
対
応

し
て
き
た
。
今
後
も
警
察
と
連
携

し
な
が
ら
、
市
も
含
め
て
注
意
喚

起
す
る
等
、
働
き
か
け
を
行
う
。

議
員
日
本
人
、
外
国
人
住
民
関

係
な
く
、
誰
か
が
本
気
で
向
き
合

わ
な
い
と
、
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い

方
は
も
っ
と
増
加
し
て
い
く
と
思

う
。
警
察
と
の
連
携
や
対
応
強
化

を
要
望
す
る
。

コ
バ
ト
ン
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ
ー
ジ
を

さ
ら
に
広
め
歩
い
て
健
康
づ
く
り
を

新
年
度
に
お
け
る
「
外
国
人
住
民
へ
の
関

わ
り
方
の
改
善
」
に
つ
い
て日

本
維
新
の
会

鈴
木
　
慎
乃
助

録画配信

６月定例会の日程（予定）
６月２日（月）　開　　会
　　４日（水）　議案質疑・委員会
　　５日（木）　委員会・分科会
　　６日（金）　委員会・分科会
　　９日（月）　委員会・分科会
　　16日（月）　一般質問
　　17日（火）　一般質問
　　18日（水）　一般質問・委員会
　　20日（金）　閉　　会
※議会の都合により日程は変更になる場合があります。

広報広聴委員会を開催しました

３月21日「６月発行号の概要について」
５月14日�「６月発行号の最終確認、議会報告会に

ついて」

糖
尿
病
か
ら
人
工
透
析
と
な
る
の
を
防
ぎ

医
療
費
増
大
の
抑
制
を

無
所
属榎

本
　
和
孝

録画配信
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市政を問う！

一 般 質 問一 般 質 問

議
員
団
体
競
技
や
文
化
系
の
部

活
動
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
令
和
９
年
度
を
目
途
に

文
化
系
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
検

討
、
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

学
校
の
実
情
や
児
童
・
生
徒
の
希

望
等
を
踏
ま
え
、
団
体
競
技
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
貴
重
な
中
学
３
年
間
が
無

駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員
集
合
住
宅
が
増
加
す
る
地

域
や
狭
い
区
画
で
の
再
開
発
が
進

む
地
域
で
は
、
住
居
番
号
の
割
り

振
り
が
複
雑
化
し
て
い
る
。
集
合

住
宅
以
外
で
同
一
の
住
居
番
号
に

複
数
の
建
物
が
存
在
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
市
内
で
一
番
多
い
箇
所

で
は
何
棟
か
。

市
民
生
活
部
長
市
で
は
法
令
等

に
基
づ
き
、
昭
和
41
年
よ
り
道
路

や
鉄
道
等
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

街
区
符
号
や
各
街
区
の
境
界
線
を

お
お
む
ね
10
メ
ー
ト
ル
か
ら
15
メ

ー
ト
ル
間
隔
で
区
切
っ
た
住
居
番

議
員
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
を
国
が
「
改
革
推
進
期

間
」
と
位
置
づ
け
、
段
階
的
に
部

活
動
を
地
域
へ
移
行
す
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。
本
市
に
お
け
る
現
状
、

及
び
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
ど
の
よ

う
か
。

教
育
長
令
和
５
年
11
月
か
ら
実

証
事
業
と
し
て
、
陸
上
、
剣
道
、

柔
道
の
３
種
目
で
休
日
の
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
を
開
始
、
令
和
６
年
度

は
、
年
間
で
40
回
程
度
の
活
動
を

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
７

年
度
に
は
、
新
た
に
水
泳
を
加
え
、

４
種
目
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

号
に
よ
る
住
居
表
示
を
実
施
し
、

住
居
表
示
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。

新
た
な
建
物
等
が
建
造
さ
れ
る
際

に
は
、
こ
の
台
帳
を
基
に
住
所
を

設
定
し
て
い
る
が
、
同
一
の
住
居

番
号
が
最
も
多
い
箇
所
は
中
央
６

丁
目
地
内
に
存
在
し
、
お
お
よ
そ

40
棟
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と

考
え
る
。

議
員
１
つ
の
住
居
番
号
に
戸
建

て
住
宅
や
集
合
住
宅
が
混
在
し
て

い
る
場
合
、
郵
便
や
宅
配
物
の
誤

配
送
が
発
生
し
や
す
く
、
住
民
の

利
便
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
や
、

緊
急
時
に
救
急
車
や
消
防
車
の
到

着
が
遅
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
同
一
住
所
に
新

た
な
住
居
番
号
を
振
る
こ
と
は
大

変
難
し
く
、
枝
番
を
つ
け
る
こ
と

で
、
区
別
で
き
る
よ
う
案
内
を
し

て
い
る
。

議
員
鴻
巣
市
等
で
実
施
し
て
い

る
、
住
居
番
号
の
後
に
枝
番
号
を

表
示
す
る
補
助
番
号
プ
レ
ー
ト
制

度
は
、
住
民
票
等
の
変
更
は
な
く
、

住
民
や
市
の
負
担
も
少
な
い
。
導

入
を
要
望
す
る
。

約
40
棟
の
家
屋
の
住
居
番
号
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

補助番号プレートの導入で郵便物等の
誤配送が防げる

庄
　
野
　
航
　
二
　
議
員
（
新
翔
会
）

しょうの　こうじ

生
徒
を
第
一
に
考
え
る
部
活
動

の
地
域
移
行
を
目
指
し
て

録画配信

議　長
大石　幸一

副議長
古川　　歩

　3月定例会では、12・

13・17日の３日間で12人

の議員が市政に対する一般

質問を行いました。
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議
員
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公

園
整
備
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
ス
ペ
ー
ス
や
騒

音
、
安
全
対
策
な
ど
課
題
へ
の
対

応
と
と
も
に
、
地
域
や
近
隣
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
防
球

フ
ェ
ン
ス
等
の
安
全
施
設
の
設
置

に
対
応
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
有
し

て
お
り
、
近
隣
家
屋
や
利
用
団
体

へ
の
影
響
も
比
較
的
少
な
い
市
民

公
園
駐
車
場
奥
の
広
場
を
整
備
場

所
と
し
て
決
定
し
た
。

議
員
ボ
ー
ル
遊
び
は
、
体
力
や

運
動
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自

議
員
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
は
当
日
投
票
所
が
減
少
し
て

お
り
、
投
票
立
会
人
の
成
り
手
不

足
が
一
因
と
見
ら
れ
る
。
対
策
の

一
つ
に
、
車
に
よ
る
移
動
期
日
前

投
票
所
の
導
入
や
、
投
票
の
オ
ン

ラ
イ
ン
立
会
い
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
有
権
者
の
投
票
機
会
を
確
保

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
検
討
が

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
期
日
前
投
票
所
を

自
治
会
館
か
ら
市
役
所
新
庁
舎
へ

移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
駐
車
場
や

投
票
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
と
な
っ
た
た
め
、
環
境

議
員
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

総
務
部
長
令
和
２
年
度
に
国
か

ら
認
定
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画

「
蕨
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
計
画
」
を
活
用
し
た
企
業

か
ら
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
合
計
10
件
、
６
５
７
万
６
５

０
０
円
の
寄
附
を
受
領
し
て
い
る
。

議
員
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
委
託
で
の
市
長
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
問
題
、

防
災
等
に
、
本
市
が
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
で
、
寄
附
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
公
民
連

携
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
継
続
的

に
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

議
員
単
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
本
市
が
企
業
と
連
携

し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
な
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。

が
向
上
し
投
票
機
会
の
確
保
に
つ

な
が
っ
た
。ま
た
、新
た
な
期
日
前

投
票
所
を
蕨
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
で
整
備
さ
れ
る
図
書

館
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員
期
日
前
投
票
所
の
開
設
時

間
の
弾
力
化
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

委
員
長
平
成
28
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
２
時
間
の
範
囲
内
で
繰
り

上
げ
、
繰
り
下
げ
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
が
、
費
用
対
効
果
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
総
選

挙
で
は
、
１
市
を
除
い
た
県
内
の

市
町
村
で
、
午
前
８
時
半
か
ら
午

後
８
時
ま
で
開
設
さ
れ
て
い
た
。

今
後
も
投
票
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
向
け
、
調
査
・
研
究
を
行
う
。

議
員
開
設
時
間
の
弾
力
化
に
よ

り
、
市
民
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

利
用
が
増
え
る
と
考
え
る
。
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
一
部
の
自
治
体
広
報
紙
に

は
、
多
種
多
様
な
ク
ー
ポ
ン
を
添

付
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
市

主
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と

遊
べ
る
よ
う
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ

ー
ル
や
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
の
的
の

設
置
、
ま
た
、
複
数
の
ボ
ー
ル
公

園
を
整
備
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
脳
の
認
知
機
能
に
影
響
を

与
え
る
40
ヘ
ル
ツ
の
変
調
音
が
認

知
症
予
防
に
有
効
で
あ
る
と
の
報

告
が
あ
る
が
、
本
市
で
も
認
知
症

予
防
対
策
に
、
音
楽
療
法
を
取
り

入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
認
知
症
予
防
対

策
は
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で

あ
り
、
他
市
で
の
取
り
組
み
状
況

を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
の
健
康
意
識
向
上

と
認
知
症
対
策
の
推
進
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
音
楽
療

法
を
補
完
的
な
療
法
と
し
て
位
置

づ
け
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ほ
か
に
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
捕

獲
駆
除
」
に
つ
い
て
質
問
。

で
も
実
施
し
て
は
い
か
が
か
。

総
務
部
長
広
報
紙
は
高
い
割
合

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
。
ク
ー
ポ
ン
の
添
付
に

つ
い
て
は
、
印
刷
費
等
の
費
用
対

効
果
を
調
査
・
研
究
し
、
広
報
紙

を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
工
夫
、

改
善
に
努
め
る
。

議
員
平
成
17
年
の
行
政
経
営
戦

略
プ
ラ
ン
の
策
定
に
伴
い
、
補
助

金
が
10
％
削
減
さ
れ
た
各
種
団
体

へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

総
務
部
長
団
体
活
動
や
収
支
状

況
及
び
近
隣
市
の
状
況
等
を
勘
案

し
決
定
し
て
い
る
。
団
体
よ
り
補

助
金
が
不
足
し
、
活
動
に
影
響
が

出
て
い
る
等
の
相
談
を
受
け
た
際

に
は
、
担
当
部
署
に
お
い
て
適
切

に
判
断
し
て
い
く
。

議
員
市
か
ら
も
働
き
か
け
て
、

活
動
状
況
の
把
握
を
し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
に
「
小
・
中
学
校
で
の
非

行
防
止
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」

等
に
つ
い
て
質
問
。

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
整
備
に
つ
い
て

認
知
症
予
防
対
策
に
つ

い
て

ク
ー
ポ
ン
付
き
広
報
蕨

の
発
行
に
つ
い
て

補
助
金
10
％
削
減
の
団
体

へ
の
見
直
し
に
つ
い
て

ボール遊びは子どもたちの
健やかな成長につながる

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
（
以

下
委
員
長
）

比
　
企
　
孝
　
司
　
議
員
（
新
翔
会
）

ひき　こうじ

期
日
前
投
票
所
の
開
設
時
間

の
弾
力
化
を

録画配信

岡
　
田
　
三
喜
男
　
議
員
（
新
翔
会
）

おかだ　みきお

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

録画配信

開
設
時
間
の
弾
力
化
で

投
票
機
会
の
確
保
を
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険
運
営
協
議
会
及
び
市
立
病
院
運

営
審
議
会
で
説
明
し
、
６
月
定
例

会
で
の
条
例
改
正
案
上
程
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
条
例
改
正
後
に

は
、
国
保
病
院
で
組
織
さ
れ
た
協

議
会
へ
の
加
入
を
考
え
て
い
る
。

議
員
協
議
会
へ
加
入
す
る
こ
と

で
、
助
成
等
は
あ
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長
国
保
病
院
の
機

能
強
化
や
地
域
包
括
医
療
の
推
進

等
の
目
的
で
、
国
か
ら
医
療
機
器

に
関
す
る
助
成
や
、
施
設
整
備
等

に
よ
り
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、
建

替
え
等
で
助
成
が
受
け
ら
れ
る
。

議
員
国
保
病
院
と
な
る
こ
と
で

具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長
病
院
を
運
営

す
る
に
当
た
っ
て
の
経
理
方
法

や
体
制
等
に
変
更
は
な
い
が
、

国
保
病
院
が
進
め
て
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
の
医
療

に
よ
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
意

識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
保
健

事
業
に
つ
い
て
、一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
順
天
堂
大
学
病
院
の
移

転
が
建
設
費
の
高
騰
で
中
止
と

な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
高
騰

議
員
認
知
症
の
人
と
と
も
に
生

き
る
優
し
い
共
生
社
会
の
た
め
、

「
見
る
」「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立

つ
」
を
４
つ
の
柱
に
、
認
知
症
の

方
の
人
間
ら
し
さ
を
尊
重
す
る
た

め
の
技
法
と
も
言
わ
れ
る
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て
、
本

市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
市
内
の
介
護
事

業
所
に
お
い
て
は
、
人
間
ら
し
く

尊
厳
の
あ
る
関
わ
り
を
基
本
に
認

知
症
の
方
々
の
ケ
ア
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
改
め

て
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
考
え
方
を

周
知
し
て
い
き
た
い
。

議
員
市
民
に
も
周
知
を
し
て
ほ

議
員
市
立
病
院
は
昭
和
44
年
に

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
（
国
保

病
院
）
の
位
置
づ
け
を
廃
止
し
た

経
緯
が
あ
る
中
で
、
再
び
そ
の
位

置
づ
け
を
考
え
る
目
的
、
背
景
及

び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

病
院
事
務
局
長
病
院
経
営
に
関

し
て
、
外
部
評
価
員
か
ら
様
々
な

意
見
を
伺
う
中
で
、
国
保
病
院
が

目
指
す
将
来
の
医
療
提
供
の
在
り

方
と
、
当
院
の
進
む
べ
き
方
向
性

が
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

院
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
国
保
病
院
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
す
る
た
め
に
は
、
条
例
改

正
が
必
要
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

し
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
部
長
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
と
の
協
議
等
も
踏
ま
え
、

周
知
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は

研
究
し
て
い
く
。

議
員
市
民
講
座
等
を
開
催
し
、

積
極
的
に
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
錦
町
に
住
む
市
民
の
方
々

か
ら
、
近
く
に
買
い
物
施
設
が
な

く
困
っ
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。

高
齢
者
等
の
買
い
物
弱
者
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
介
護
保
険
の
訪

問
介
護
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
に
よ
る
買
い
物
支
援
及
び
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
り
、
買
い

物
を
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
介
護
予
防
事
業
等
を
充

実
さ
せ
る
ほ
か
、
つ
え
の
配
布
や

シ
ル
バ
ー
カ
ー
等
、
福
祉
用
具
の

利
用
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
移
動
販
売
事
業
は
高
齢
者

の
見
守
り
役
に
も
な
る
の
で
、
地

元
企
業
の
協
力
を
視
野
に
考
え
て

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

病
院
事
務
局
長
ロ
ー
コ
ス
ト
で

の
建
設
を
目
指
し
て
い
る
が
、
医

療
と
い
う
専
門
的
な
分
野
を
踏
ま

え
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
病
院
管
理
支
援
の
業

務
委
託
の
中
で
採
用
し
、
品
質
管

理
や
コ
ス
ト
管
理
を
踏
ま
え
た
設

計
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

議
員
浸
水
セ
ン
サ
の
設
置
に
よ

る
情
報
の
有
効
性
及
び
活
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

都
市
整
備
部
長
道
路
冠
水
状
況

を
直
ち
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
た
め
、
迅
速
か
つ
円
滑
に

災
害
対
応
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

る
。
運
用
開
始
後
、
検
知
デ
ー
タ

と
現
場
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検

証
し
て
い
き
た
い
。

議
員
水
害
の
被
害
軽
減
や
対
策

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
期
待
し

て
い
る
。

ほ
か
に
「
消
防
力
の
充
実
」
に

つ
い
て
質
問
。

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
令
和
９
年
末
ま
で
に
蛍
光

灯
の
製
造
、
輸
出
入
が
全
面
禁
止

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
市
民
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
、
対
象
と
な
る
製
品

や
廃
止
期
限
の
ほ
か
、
既
存
製
品

の
取
り
扱
い
や
廃
棄
方
法
、
計
画

的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え

等
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
及
び
電
気
料
を

大
幅
に
削
減
で
き
、「
蕨
市
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
に
も
寄

与
す
る
と
思
う
が
、
公
共
施
設
に

対
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
は
さ

れ
て
き
た
の
か
。

総
務
部
長
令
和
５
年
に
建
替
え

た
市
役
所
庁
舎
の
ほ
か
、
防
犯
灯

や
道
路
・
公
園
照
明
灯
等
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
、

既
存
照
明
器
具
の
修
繕
や
大
規
模

改
修
等
の
機
会
を
捉
え
て
進
め
て

い
き
た
い
。

高
齢
者
等
の
買
い
物
支
援

に
つ
い
て

公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

国保病院としての位置づけを
予定している蕨市立病院

水
害
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

栃
本
　
よ
し
か
ね
　
議
員
（
新
翔
会
）

とちもと　よしかね

蕨
市
立
病
院
の
整
備
・
運
営

に
つ
い
て

録画配信

矢
　
嶋
　
聡
　
子
　
議
員
（
公
明
党
）

やじま　さとこ

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
～
「
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
普
及
を
～

録画配信

ユマニチュードの概念

見る 話しかける

触れる 立つ
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動
車
の
導
入
、
ソ
ー
ラ
ー
蓄
電
池

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
に
向
け
た

基
礎
調
査
等
を
推
進
。
地
域
ぐ
る

み
で
い
か
に
省
エ
ネ
化
の
促
進
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
を
進
め
ら
れ
る
か
が
課
題
。

議
員
本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
推
移
及
び
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
目
標
達
成
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
民
生
活
部
長
基
準
年
と
な
る

２
０
１
３
年
度
比
で
２
０
１
８
年

度
は
約
22
・
６
％
減
、
２
０
２
１

年
度
は
約
26
・
２
％
減
。
目
標
は

２
０
３
０
年
度
で
50
％
削
減
、
２

０
５
０
年
度
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
。
引
き
続
き
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
一
体
に
、
持
続
可

能
な
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
加
速
化
さ
せ
た
い
。

議
員
認
知
症
の
理
解
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
世
田
谷
区
で
は
、

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
人
の
権

利
を
尊
重
す
る
こ
と
等
を
内
容
と

す
る
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る

議
員
大
規
模
化
し
頻
発
す
る
林

野
火
災
の
背
景
に
は
深
刻
化
す
る

地
球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
る
。
こ

の
課
題
で
本
市
が
役
割
を
果
た
し
、

快
適
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
も
つ
な
が
る
よ
う
願
い
質
問
す

る
。
第
３
次
環
境
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
拡
充
し
た
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
等
へ
の
補
助
制

度
の
積
極
的
な
活
用
推
進
、
片
品

村
と
連
携
し
た
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
、
プ
ラ
ン
タ
ー
フ
ァ

ー
ム
ｉ
ｎ
わ
ら
び
等
を
実
施
。
新

年
度
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
電
気
自

希
望
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
が
、

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
世
田
谷
区
の
条

例
の
理
念
は
、
国
の
認
知
症
施
策

推
進
基
本
計
画
の
「
新
し
い
認
知

症
観
」
に
つ
な
が
る
。
改
め
て
の

条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が
、

理
念
を
踏
ま
え
理
解
と
取
り
組
み

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
認
知
症
へ
の
備
え
と
し
て

「
私
の
希
望
フ
ァ
イ
ル
」
の
取
り

組
み
の
検
討
を
要
望
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
住
宅
に
関
す
る
相
談
や
支
援

に
つ
い
て
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
法
改
正
（
施
行

は
本
年
秋
の
予
定
）
に
よ
り
高
齢

者
等
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
受

け
入
れ
促
進
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住

支
援
協
議
会
」
の
設
置
の
在
り
方

等
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員
現
時
点
で
深
刻
化
し
て
い

る
課
題
。
相
談
窓
口
へ
の
住
宅
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
や
不

動
産
業
者
団
体
へ
の
協
力
要
請
、

公
的
保
証
人
制
度
の
具
体
化
等
、

迅
速
な
対
応
を
要
望
す
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
の
た
め
に

議
員
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
民
生
活
部
長
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
、
空

き
店
舗
有
効
活
用
事
業
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
空
き
店

舗
等
の
有
効
活
用
等
の
促
進
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
資
金
の

融
資
や
創
業
支
援
、
ま
た
、
空
き

店
舗
所
有
者
に
対
し
、
店
舗
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
創
業
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
、
一
連
の
管
理

を
代
行
す
る
サ
ブ
リ
ー
ス
の
手
法

に
よ
っ
て
空
店
舗
の
有
効
活
用
を

図
る
等
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
も

の
で
、
本
年
１
月
に
は
空
き
店
舗

等
有
効
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
経
営
体
質
の
強
化
事
業
に
つ

い
て
は
、
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
の
活
用
と
、
蕨

商
工
会
議
所
の
伴
走
型
支
援
に
よ

る
経
営
体
質
の
強
化
を
図
り
、
店

舗
周
辺
エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
こ
の
プ
ラ
ン
は
市
民
に
と

っ
て
少
し
分
か
り
に
く
い
と
感
じ

た
。「
こ
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た

い
」
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
は
っ
き
り
と
描
き
、
完
成
図
を

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者
の

心
の
矢
印
が
上
向
き
に
な
る
と
思

う
。
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
市
役
所
敷
地
内
に
出
店
し

て
い
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
効
果
は

ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
市
職
員
、
来
庁

者
を
は
じ
め
、
子
ど
も
連
れ
の
家

族
や
近
隣
事
業
者
の
従
業
員
等
、

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、

小
規
模
事
業
者
支
援

に
も
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
市
役
所
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

も
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
回
の
実
証
実
験
の

結
果
や
事
業
者
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
４
月
か
ら
は

事
業
者
募
集
要
項
を
新
た
に
整
備

し
、
庁
舎
周
辺
の
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。

議
員
供
給
が
増
加
し
て
い
る
中
、

毎
日
出
店
す
る
の
で
は
な
く
、
曜

日
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
需
要
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
増
え
て
い
く
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長
利
用
者
と
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
台
数
が
減
少
し
て
い

く
状
況
で
あ
れ
ば
、
日
に
ち
を
絞

る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
し

か
し
、
現
段
階
で
は
数
十
台
の
出

店
希
望
が
あ
り
、
極
力
ご
要
望
に

応
え
る
た
め
、
抽
選
方
式
と
な
っ

て
は
い
る
が
、
ほ
ぼ
均
等
に
出
店

で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
集

う
場
の
創
出
及
び
活
性
化
に
つ
い
て

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
つ
い
て

蕨市環境フォーラムには毎年多くの市民が参加

鈴
　
木
　
　
　
智
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

すずき　さとし

気
候
変
動
・
温
暖
化
対
策

の
さ
ら
な
る
推
進
を

録画配信

鈴
　
木
　
慎
乃
助
　
議
員（
日
本
維
新
の
会
）

すずき　しんのすけ

蕨
市
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
な
く
す
！

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

録画配信

商店街への逆風は強いが
蕨の商店街は絶対に変われる
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り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
時
間
は
増
加
す

る
が
、
人
件
費
等
の
費
用
の
増
大

が
考
え
ら
れ
る
。
費
用
対
効
果
も

含
め
、
学
校
の
要
望
等
も
勘
案
し
、

委
託
内
容
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

い
く
。

議
員
防
犯
カ
メ
ラ
も
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
も
、
子
ど
も
た
ち
の
生

命
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
非
常

に
大
事
な
案
件
だ
と
思
う
。
さ
ら

に
前
向
き
な
検
討
を
要
望
す
る
。

議
員
本
年
12
月
30
日
午
後
に
行

う
、
も
や
す
ご
み
回
収
の
実
証
実

験
の
課
題
や
今
後
の
見
通
し
は
ど

の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
住
民
に
対
す
る

周
知
が
課
題
で
あ
り
、
今
後
、
該

当
地
域
の
方
々
の
意
見
や
も
や
す

ご
み
の
排
出
状
況
、
収
集
委
託
事

業
者
の
体
制
等
を
検
証
し
、
本
格

的
な
実
施
の
可
否
を
検
討
す
る
。

議
員
ま
た
、
勤
労
感
謝
の
日
に

ご
み
収
集
を
休
む
こ
と
で
、
仕
事

が
倍
に
な
り
困
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
・
子

ど
も
も
利
用
で
き
る
の
で
、
通
信

カ
ラ
オ
ケ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
は
、

心
と
体
の
健
康
に
つ
な
が
る
。
設

置
す
る
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員
市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
は
会
員
の
減
少
や
、

高
齢
化
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

か
つ
て
行
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
見
本
市
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
現
在
は
、
テ
ー

マ
別
の
プ
チ
交
流
会
や
、
市
民
活

動
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
現
状
、
多
く
の
方
が
来
て

い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
も
っ

と
多
く
の
出
会
い

が
あ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
今
後
、
検

討
を
。

議
員
市
内
に
カ
ラ
オ
ケ
設
備
の

あ
る
公
共
施
設
は
ど
こ
か
。

教
育
部
長
公
民
館
は
北
町
の
み
。

健
康
福
祉
部
長
他
に
、
け
や
き

荘
に
も
設
置
し
て
い
る
。

議
員
け
や
き
荘
の
カ
ラ
オ
ケ
設

備
は
、
非
常
に
人
気
が
あ
る
。
年

間
の
経
費
は
。

健
康
福
祉
部
長
機
器
の
レ
ン
タ

ル
・
配
信
料
を
含
め
て
年
額
26
万

４
０
０
０
円
。

議
員
北
町
公
民
館
の
も
の
は
通

信
機
能
が
な
く
、
機
器
の
使
い
勝

手
が
悪
い
等
と
い
う
声
が
あ
り
、

ほ
ぼ
使
わ
れ
て
い
な
い
。
歌
う
こ

と
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
外
に
出

る
き
っ
か
け
、
仲
間
づ
く
り
、
誤

嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
等
の
効
果
が
あ

る
。
今
後
、
西
公
民
館
・
松
原
会

館
の
複
合
施
設
建
設
に
当
た
り
、

議
員
小
学
校
低
学
年
に
お
け
る

不
登
校
児
童
の
近
年
の
状
況
は
。

教
育
部
長
令
和
３
年
度
が
４
名
、

令
和
４
年
度
が
５
名
、
令
和
５
年

度
が
11
名
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
日
々
草
学
級
を
４
年
生
以

上
と
し
て
い
る
理
由
は
。

教
育
部
長
低
学
年
の
場
合
、
安

全
確
保
や
食
事
等
の
生
活
面
で
配

慮
や
支
援
す
べ
き
内
容
が
多
い
た

め
、
現
人
員
体
制
で
は
難
し
く
、

４
年
生
以
上
と
し
て
い
る
。

議
員
低
学
年
の
不
登
校
児
童
に

も
、
も
っ
と
寄
り
添
っ
た
対
応
を
。

　
中
学
生
に
つ
い
て
、
高
校
入
試

制
度
が
２
０
２
７
年
度
か
ら
変
わ

り
、
調
査
書
が
変
更
さ
れ
、
面
談

が
必
要
に
な
る
。
影
響
と
対
応
は
。

教
育
部
長
出
席
の
記
載
欄
の
有

無
は
、
こ
れ
ま
で
も
合
否
に
影
響

は
な
い
。
面
談
に
つ
い
て
は
、
不

登
校
生
徒
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
安
な
場
合
も
あ
る
。
学
校

が
慎
重
に
家
庭
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

議
員
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
解

消
に
向
け
て
の
具
体
策
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
公
民
館
で
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
の
定
期
的
な
実
施

に
加
え
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
連
携

し
、
店
舗
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
る
等
、

対
策
を
進
め
て
い
る
。

議
員
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
抽
選

等
に
つ
い
て
、
一
定
割
合
の
方
が

た
ど
り
着
け
な
い
可
能
性
が
あ
る

こ
と
へ
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
市
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
を
進
め
、
施
策
の
Ｐ
Ｒ
及
び

不
慣
れ
な
方
等
へ
の
支
援
を
一
生

懸
命
行
う
こ
と
で
、
少
し
で
も
多

く
の
人
に
理
解
い
た
だ
き
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
施

策
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
に

よ
り
、
不
利
益
を
被
る
市
民
が
多

数
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
は
そ

の
解
決
た
め
に
ど
れ
だ
け
汗
を
か

く
か
と
い
う
こ
と
だ
。

議
員
悪
質
な
犯
罪
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
現
在
、
各
学

校
の
正
門
に
１
台
の
み
設
置
し
て

い
る
。
安
全
性
を
よ
り
高
め
る
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を
提
案

す
る
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
長
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は
、

抑
止
力
の
増
強
等
、
防
犯
面
の
向

上
が
図
れ
る
一
方
、
運
用
の
コ
ス

ト
面
や
児
童
・
生
徒
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
配
慮
を
鑑
み
、
最
適
な

台
数
を
研
究
・
検
討
し
て

い
く
。

議
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

員
が
毎
日
い
る
環
境
が

望
ま
し
い
が
、
業
務
委
託

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長
人
員
増
加
に
よ

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

に
つ
い
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
寄
り
添
っ
た
対
応
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
支
援
促
進
を

榎
　
本
　
和
　
孝
　
議
員
（
無
所
属
）

えのもと　かずたか

西
公
民
館
・
松
原
会
館
の
複
合
施
設
に

は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
設
置
を

録画配信

子どもたちの安全・安心を
より高めて

けやき荘にある通信カラオケ
は人気がある

小
　
林
　
利
　
規
　
議
員
（
新
翔
会
）

こばやし　りき

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
の

解
消
に
向
け
て

録画配信
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議
員
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
議
会
で
提
案
し

た
内
容
が
具
体
化
さ
れ
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
か
ら
全
中
学
校
に
設
置
予
定
の

ｅ-

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
以
下
、

エ
ス
タ
）
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
エ
ス
タ
は
、
不
登
校
傾

向
に
あ
る
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ

た
支
援
を
保
障
し
、
生
徒
が
学
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
社
会
的
自

立
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
落
ち
着
い
た
空
間
で
自
分

に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で
学
習
、
生
活

で
き
る
教
室
の
こ
と
で
あ
る
。
既

存
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
と

は
異
な
り
、
教
員
免
許
を
持
っ
た

専
任
の
教
員
と
支
援
員
を
配
置
し

学
び
の
保
障
を
行
う
ほ
か
、
心
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
居

場
所
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
。

議
員
こ
ど
も
家
庭
庁
が
居
場
所

の
要
素
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、

先
進
事
例
で
は
通
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
顔
が
非
常
に
良
い
。
落

ち
着
い
て
安
心
感
が
あ
り
、
笑
顔

と
希
望
、
や
る
気
が
あ
る
。
本
市

で
も
エ
ス
タ
が
そ
う
い
っ
た
居
場

所
に
な
れ
ば
有
難
い
。

議
員
介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の

延
伸
に
は
、
生
き
が
い
や
社
会
交

流
が
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
高
齢
者
の
社
会

参
加
や
就
労
が
健
康
増
進
に
つ
な

が
り
、
年
数
回
の
社
会
参
加
で
も

死
亡
リ
ス
ク
や
要
介
護
リ
ス
ク
が

低
下
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
社
会
活
動
を
行
っ

て
い
る
高
齢
者
の
増
加
を
成
果
指

標
と
し
て
い
る
。

議
員
川
口
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
な
ど
の
民
間
団
体
や
公
民
館

団
体
を
募
集
し
、
一
覧
に
し
て
市

民
に
配
布
し
て
い
る
。
市
民
は
割

引
で
体
験
が
出
来
て
、
自
分
に
合

っ
た
場
所
を
探
せ
る
、
団
体
と
し

て
は
会
員
増
に
な
る
、
市
は
介
護

予
防
に
な
る
取
り
組
み
だ
。
本
市

で
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
視
察
し
た
大
阪
府
堺
市

で
は
、
男
心
を
く
す
ぐ
る
「
男
・

本
気
の
コ
ー
ヒ
ー
教
室
」「
男
・
本

気
の
ス
ー
プ
教
室
」
な
ど
工
夫
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。
公
民
館
を
あ
ま
り
利
用
し

て
い
な
い
男
性
に
向
け
て
、
本
市

で
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

も
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
、
例
を
参
考
に
担
当
部

局
と
連
携
し
、
研
究
し
て
い
く
。

ほ
か
に
「
大
震
災
時
に
市
民
だ

け
で
初
期
消
火
を
行
う
必
要
性
」

「
避
難
所
開
設
用
ボ
ッ
ク
ス
の
中

身
の
更
新
」
等
に
つ
い
て
質
問
。

議
員
若
い
世
代
が
、

結
婚
・
出
産
・
子
育

て
期
に
市
外
に
転
出

す
る
傾
向
が
あ
る
と

分
析
さ
れ
て
い
る
が
、

原
因
や
対
策
は
ど
の

よ
う
か
。

総
務
部
長
住
宅
取

得
時
期
と
重
な
る
こ

と
が
あ
り
、
本
市
は
地
価
が
高
く
、

住
宅
取
得
が
難
し
い
こ
と
が
原
因

と
考
え
る
。
三
世
代
ふ
れ
あ
い
家

族
住
宅
取
得
支
援
事
業
補
助
金
等

で
定
住
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
第
２
期
創
生
総
合
戦
略
で
、

令
和
６
年
度
出
生
数
の
目
標
値
は

６
５
０
人
で
あ
る
が
、
２
月
末
で

４
４
５
人
で
あ
る
。
少
子
化
の
原

因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

総
務
部
長
未
婚
率
の
上
昇
、
晩

婚
化
や
、
子
育
て
の
経
済
的
負
担

が
大
き
い
こ
と
が
、
子
ど
も
を
欲

し
い
と
い
う
気
持
ち
を
躊
躇
さ
せ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。

健
康
福
祉
部
長
収
入
が
少
な
い

こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
時
間

を
優
先
し
た
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
核
家
族
化
や
、
社
会
進

出
及
び
結
婚
・
出
産
に
関
す
る
女

性
自
身
の
価
値
観
の
多
様
化
等
、

様
々
な
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。

市
長
一
番
大
き
な
原
因
は
経
済

的
負
担
の
大
き
さ
で
あ
り
、
非
正

規
雇
用
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

国
全
体
の
問
題
と
し
て
、
抜
本
的

な
政
策
の
展
開
が
重
要
で
あ
る
。

議
員
少
子
化
へ
の
考
え
方
を
理

解
し
た
。
子
育
て
中
だ
け
で
は
な

く
、
不
妊
治
療
へ
の
さ
ら
な
る
支

援
も
要
望
す
る
。

　
外
国
人
住
民
は
今
年
１
月
現
在
、

９
５
０
０
人
（
12
・
５
％
）
で
、

４
４
５
人
の
出
生
数
中
96
人
（
20

％
）
が
外
国
人
。
策
定
３
年
目
の

多
文
化
共
生
指
針
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
４
つ
の
基
本
目

標
の
う
ち
、「
地
域
活
性
化
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く

り
」
以
外
の
３
つ
の
進
捗
状
況
は

そ
れ
ぞ
れ
70
か
ら
80
％
台
で
、
残

り
２
年
で
１
０
０
％
を
目
指
す
。

議
員
塚
越
７
丁
目
に
３
０
０
人

ほ
ど
学
ぶ
日
本
語
学
校
が
あ
り
、

そ
の
学
校
職
員
の
地
域
清
掃
活
動

を
知
っ
た
。
令
和
８
年
度
に
指
針

を
見
直
す
際
は
、
地
域
の
状
況
を

十
分
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
こ
の
教
室
は
学
習
や
集
団

活
動
を
苦
手
と
す
る
児
童
に
効
果

を
上
げ
て
い
る
と
聞
く
が
、南
小・

中
央
東
小
に
し
か
な
く
、
他
校
か

ら
は
保
護
者
の
送
迎
が
条
件
と
な

る
。
通
学
時
間
の
ロ
ス
等
を
考
え
、

自
校
や
近
く
の
学
校
に
設
置
で
き

な
い
か
。

教
育
長
在
籍
人
数
が
多
い
学
校

を
対
象
に
設
置
し
て
お
り
、
人
数

の
制
限
で
指
導
教
員
が
配
置
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
。
ど
こ
の
地
域

で
も
同
じ
条
件
で
対
応
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
の
通
級
指
導
体

制
を
問
う

魅
力
あ
る
活
動
を
広
報
し

い
つ
ま
で
も
充
実
し
た
毎
日
を

22世紀に向かって
君たちはどう生きるか

金
　
丸
　
け
ん
じ
　
議
員
（
新
翔
会
）

かなまる　けんじ

全
て
の
子
ど
も
の
笑
顔
と

未
来
が
輝
く
蕨
へ

録画配信

大
　
石
　
圭
　
子
　
議
員
（
新
翔
会
）

おおいし　けいこ

少
子
化
と
多
文
化
共
生
を
問
う

～
第
３
期
創
生
総
合
戦
略（
案
）～
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議
員
年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜

１
月
３
日
）
の
ご
み
収
集
の
問
題

に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て

い
る
が
、
改
善
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長
年
内
最
後
の
収

集
日
と
な
る
本
年
12
月
30
日
に
、

午
前
は
通
常
の
火
曜
日
の
収
集
を

行
い
、
午
後
は
錦
町
全
域
及
び
北

町
全
域
で
も
や
す
ご
み
の
特
別
収

集
を
行
う
実
証
実
験
を
行
う
。

議
員
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

分
別
方
法
は
誰
に
で
も
わ
か
る
見

え
る
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
今
後
、
検
討
し

て
い
く
。

議
員
戸
別
収
集
の
利
用
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長
高
齢
者
要
介
護

世
帯
35
、
障
害
者
世
帯
３
、
そ
の

他
３
世
帯
の
41
世
帯
が
利
用
。

議
員
新
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
向
上
の
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長
全
て
の
方
が
無

料
で
受
診
で
き
、
健
診
受
診
期
間

を
１
月
末
ま
で
延
長
。「
日
曜
健

議
員
資
源
回
収
か
ご
が
高
齢
者

に
と
っ
て
は
重
く
て
配
置
や
片
付

け
が
大
変
で
あ
る
と
の
声
か
ら
、

誰
で
も
取
り
扱
い
や
す
い
か
ご
や
、

ネ
ッ
ト
へ
と
改
良
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

市
民
生
活
部
長
最
も
重
さ
の
あ

る
資
源
物
用
の
青
い
か
ご
に
代
わ

り
、重
さ
を
３
分
の
１
以
下
の
１・

36
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
軽
量
化
し
た
ネ

ッ
ト
型
容
器
の
試
作
品
を
、
昨
年

11
月
か
ら
全
町
会
に
１
台
ず
つ
貸

与
。
今
後
は
試
作
品
の
改
良
を
図

り
、
新
年
度
は
１
０
０
台
分
を
各

町
会
に
増
設
を
図
る
。

診
」
を
、
蕨
市
立
病
院
、
戸
田
中

央
総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員
歯
周
疾
患
検
診
に
つ
い
て

節
目
検
診
以
外
で
５
９
５
人
の
申

込
者
数
か
ら
２
０
０
人
が
抽
選
と

な
っ
て
い
る
。
関
心
が
高
い
事
業

な
の
で
、
さ
ら
に
対
象
者
数
を
増

や
す
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
今
年
度
か
ら
歯

周
疾
患
検
診
の
定
員
を
１
０
０
人

か
ら
２
０
０
人
に
拡
大
。
受
診
率

は
１
４
３
人
と
７
割
程
度
。
制
度

の
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
が

や
っ
と
導
入
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

紙
の
母
子
健
康
手
帳
も
大
切
な
の

で
残
し
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長
記
録
機
能
、
予

防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
や
、
妊

娠
届
出
時
の
面
談
等
の
予
約
機
能

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
紙
の

母
子
健
康
手
帳
も
残
す
。

ほ
か
に
「
蕨
市
立
病
院
を
国
民

健
康
保
険
診
療
施
設（
国
保
直
診
）

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
」
等
に

つ
い
て
質
問
。

健
康
ア
ッ
プ
事
業
に
つ

い
て

回収かごに分別方法がわかる看板が
取り付けられている長岡市

山
　
脇
　
紀
　
子
　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

やまわき　のりこ

資
源
回
収
か
ご
軽
量
化
や
年
末
年
始
の
ご
み

収
集
の
検
討
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か

録画配信

　
令
和
５
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
蕨
市
立
病
院
建
替
え
整
備
特
別
委
員
会
の
委

員
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
の
中

間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

概
　
要

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、「
蕨

市
立
病
院
建
替
え
整
備
に
係
る
調
査
研
究
に
つ

い
て
」、
及
び
「
蕨
市
立
病
院
建
替
え
整
備
に

関
連
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

　
第
１
回
で
は
、
本
委
員
会
で
扱
う
案
件
に
つ

い
て
、
用
地
確
保
に
か
か
わ
る
西
公
民
館
・
松

原
会
館
の
状
況
を
含
む
こ
と
を
確
認
し
、
第
２

回
で
は
、
建
替
え
候
補
地
の
検
討
が
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
、
現
在
の
病
床
規
模
で
建
替
え
を
提

案
す
る
こ
と
、
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
に
つ
い
て

の
意
見
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
回
で
は
、
参
考
人
の
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
事
務
局
長
よ
り
、
建
替
え
は
市
の
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
、
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は

市
有
地
の
た
め
影
響
が
な
い
一
方
で
、
そ
の
在

り
方
が
課
題
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
で
は
、
南
部
地
域
医
療
構
想
と
本
市

の
現
状
に
つ
い
て
、
第
５
回
で
は
、
医
師
・
看

護
師
・
そ
の
他
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
確
保
に
お
け

る
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

主
な
医
療
機
器
を
含
む
医
療
機
能
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
等
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
６
回
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
の
可
能
性
、

個
室
病
床
、
駐
車
場
の
様
式
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
導
入
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
７
回
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

各
委
員
か
ら
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
７
回
の
議
論
を
通
し
て
、
議
会
の
立
場
か

ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
ま
た
、
市
立
病
院
移
転
建
替
え
に
つ
い
て

の
議
論
を
深
め
、
意
見
や
要
望
を
示
す
と
と
も

に
、
市
立
病
院
の

在
り
方
や
将
来
に

向
け
た
役
割
に
つ

い
て
も
議
論
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
一

般
質
問
等
を
通
し

て
、
よ
り
多
面
的

な
議
論
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
社
会
経
済

状
況
の
変
化
や
医

療
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
の
中
で
、

引
き
続
き
市
立
病

院
移
転
建
替
え
の

進
捗
状
況
に
あ
わ

せ
て
、
本
委
員
会

で
の
調
査
・
研
究

が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

蕨
市
立
病
院
建
替
え
整
備
特
別
委
員
会　
中
間
報
告
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編
集
後
記

　

令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、２
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

緊
張
の
日
々
を
送
っ
て
い
る

方
、ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。学
校

で
は
入
学
式
や
ク
ラ
ス
替
え

が
あ
り
、新
し
い
友
人
づ
く
り

に
奮
闘
の
日
々
を
送
っ
て
い

る
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

６
月
は
、和
暦
で
は「
水
無

月（
み
な
づ
き
）」と
呼
び
、そ

の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

「
水
の
月
」と
い
う
意
味
で
、田

ん
ぼ
に
水
を
引
く
時
期
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、そ
う
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。水
を
引
く
と
、そ
こ
に

様
々
な
生
物
が
生
息
し
、生
命

の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

緊
張
の
日
々
も
時
が
経
つ
に

つ
れ
人
と
の
関
係
も
活
発
に

な
り
、潤
い
に
満
た
さ
れ
る
よ

う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、３
月
は
予
算
を
審
議

す
る
議
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
市
は
今
、市
立
病
院
、西
公

民
館
・
松
原
会
館
の
移
転
建
替

え
な
ど
大
き
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。市
議
会
で
は
市
民
の
声

を
市
政
に
届
け
、生
活
が
潤
う

よ
う
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。今

年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。広

報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　
大
石　
圭
子

副
委
員
長　
金
丸
け
ん
じ

委
員　
　
　
宮
下　
奈
美

鈴
木
慎
乃
助

岡
田
三
喜
男

矢
嶋　
聡
子

榎
本　
和
孝

鈴
木　
　
智

大
石　
幸
一

古
川　
　
歩

　蕨市議会では、政務活動費の使途について、その透明性をより高めるために、蕨市議会ホームページに
おいて令和６年度分の領収書等を公開しています。蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になること
ができます。また、議会だよりでは、令和６年度の政務活動費収支報告書を掲載します。（議員１人当た
り月額33,000円の政務活動費が交付されました。）

※日本共産党は令和６年５月15日から会派人数が３人となっています。
※無所属（宮下議員）は令和６年５月15日に会派届を提出し、令和６年６月分より政務活動費を支給されています。
※�新翔会は430,615円を、日本共産党は205,099円を、公明党は16,091円を、日本維新の会は305,385円を、無所属（宮
下議員）は183,140円をそれぞれ返還済みです。
※無所属（榎本議員）は政務活動費の交付申請をしていません。

本会議や委員会は原則として一般に公開されており、傍聴することができます。
議場及び委員会室は市役所５階です。事前予約は必要ありません。お気軽にお越しください。
また、傍聴ロビーは本会議や委員会がない日でも眺望をお楽しみいただけますので、

ぜひ一度、足を運んでみてはいかがでしょうか！

（単位：円）令和６年度政務活動費収支報告
会　派　名

項　　目
新翔会
（９人）

日本共産党
（４人）

公明党
（３人）

日本維新の会
（１人）

無所属
（宮下議員）
（１人）

交　　付　　額 3,564,000 1,254,000 1,188,000 396,000 330,000
調 査 研 究 費 25,324 0 9,167 9,167 0
研　　修　　費 770,113 1,856 30,440 0 0
広　　報　　費 1,486,705 712,542 132,300 0 0
広　　聴　　費 0 2,990 0 0 0
資 料 作 成 費 384,804 209,134 377,840 81,448 146,860
資 料 購 入 費 466,439 122,379 622,162 0 0
支　　出　　額 3,133,385 1,048,901 1,171,909 90,615 146,860
返　　還　　額 430,615 205,099 16,091 305,385 183,140

政務活動費の領収書を公開しています！！

傍聴席 傍聴ロビー

～議会を傍聴してみませんか～


